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AppMirror（アプリケーションミラー）

Astra API（ACC）AppMirrorエンドポイント

AppMirror API を使用すると、AppMirror 関係を管理できます。

新しいAppMirrorリソースを作成する

POST /accounts/{account_id}/k8s/v1/appMirrors

作成される AppMirror API リソースの希望する値を示します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

要求の本文

作成される AppMirror API リソースの希望する値を示します。

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

appMirror」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

sourceAppID string True ソースアプリケーション
の識別子。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新さ
れます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

1



Name を入力します 必須 説明

デスティネーション クラ
スタ ID

string True デスティネーション アプ
リケーションをホストす
る管理対象クラスタの識
別子。作成時に必ず指定
する必要があります。こ
れは、デスティネーショ
ン アプリケーションが作
成されるクラスタを決定
するためです。更新時に
指定される場合、デステ
ィネーション アプリケー
ションのクラスタIDと一
致する必要があるた
め、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False 宛先アプリケーションを
作成する際に使用する名
前空間（または複数の名
前空間）。これは、ソー
スアプリケーションの名
前空間に対応します。各
JSON オブジェクトに
は「clusterID」
と「namespaces」という
フィールドが含まれてお
り、「clusterID」の値は
ソースまたはデスティネ
ーション クラスタの
JSON 文字列 ID

で、「namespaces」の値
は JSON 文字列の JSON

配列です。各クラスタに
は必ず 1 つの JSON オブ
ジェクトが存在し、名前
空間はインデックスによ
って関連付けられます。
指定しない場合は、ソー
ス クラスタの同じ名前空
間がデスティネーション
クラスタで使用されま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2

2
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Name を入力します 必須 説明

storageClasses 配列["storageClasses"] False 新しい永続ボリューム要
求（PVC）を作成すると
きにデスティネーション
クラスタで使用されるス
トレージクラス。各JSON

オブジェクトに
は「clusterID」
と「storageClassName」
のフィールドが含まれて
おり、「clusterID」の値
はソースまたはデスティ
ネーション クラスタ
のJSON文字列ID

で、「storageClassName

」はそのクラスタでPVC

を作成する際に使用する
ストレージクラスです。
指定されていない場合、
またはクラスタに対して
値が欠落している場合
は、そのクラスタにはデ
フォルトのストレージク
ラスが使用されます。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2

stateDesired string True 関係の望ましい状態。作
成時に有効な値
は「established」のみで
す。定義された値は次の
とおりです：

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除済み」 - 関係性
は正常にクリーンア
ップされ、削除され
ました。
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Name を入力します 必須 説明

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

False リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ リクエスト例

{

  "type": "application/astra-appMirror",

  "version": "1.1",

  "sourceAppID": "efd639b6-fc92-4112-8841-0c0ab7890ae0",

  "destinationClusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

  "stateDesired": "established"

}

応答

Status: 201, Returns the newly created appMirror resource in the JSON

response body.

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

appMirror」
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Name を入力します 必須 説明

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

sourceAppID string True ソースアプリケーション
の識別子。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新さ
れます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterID string True ソースアプリケーション
をホストしている管理対
象クラスタの識別子。こ
のフィールドは読み取り
専用であり、ソースアプ
リケーションのホストク
ラスタに基づいて決定さ
れます。アップデートで
提供される場合、ソース
アプリケーションのクラ
スタIDと一致する必要が
あるため、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

destinationAppID string False デスティネーション アプ
リケーションの識別子。
作成時に指定することは
できません。なぜなら、
関係の初期化の一環とし
て新しいアプリIDが生成
されるからで
す。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新可
能です。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

デスティネーション クラ
スタ ID

string True デスティネーション アプ
リケーションをホストす
る管理対象クラスタの識
別子。作成時に必ず指定
する必要があります。こ
れは、デスティネーショ
ン アプリケーションが作
成されるクラスタを決定
するためです。更新時に
指定される場合、デステ
ィネーション アプリケー
ションのクラスタIDと一
致する必要があるた
め、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False 宛先アプリケーションを
作成する際に使用する名
前空間（または複数の名
前空間）。これは、ソー
スアプリケーションの名
前空間に対応します。各
JSON オブジェクトに
は「clusterID」
と「namespaces」という
フィールドが含まれてお
り、「clusterID」の値は
ソースまたはデスティネ
ーション クラスタの
JSON 文字列 ID

で、「namespaces」の値
は JSON 文字列の JSON

配列です。各クラスタに
は必ず 1 つの JSON オブ
ジェクトが存在し、名前
空間はインデックスによ
って関連付けられます。
指定しない場合は、ソー
ス クラスタの同じ名前空
間がデスティネーション
クラスタで使用されま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

storageClasses 配列["storageClasses"] False 新しい永続ボリューム要
求（PVC）を作成すると
きにデスティネーション
クラスタで使用されるス
トレージクラス。各JSON

オブジェクトに
は「clusterID」
と「storageClassName」
のフィールドが含まれて
おり、「clusterID」の値
はソースまたはデスティ
ネーション クラスタ
のJSON文字列ID

で、「storageClassName

」はそのクラスタでPVC

を作成する際に使用する
ストレージクラスです。
指定されていない場合、
またはクラスタに対して
値が欠落している場合
は、そのクラスタにはデ
フォルトのストレージク
ラスが使用されます。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

状態 string True 関係の状態。定義された
値は次のとおりです：

• 「establishing」 - 関
係が構築されつつあ
る。

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failingOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが進行中で
す。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除中」 - 関係によ
って作成されたリソ
ースがクリーンアッ
プされています。

• 「削除済み」 - 関係が
整理され、削除され
ました。

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 許可された状態遷移。こ
のリソースでは、以下の
状態遷移が可能です：

• 「establishing」
：「established」、
「deleting」

• "established"

："failingOver"、"dele

ting"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ing"

• "failedOver"

："establishing"、"del

eting"

• "deleting"："deleted"

• 「削除済み」：
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Name を入力します 必須 説明

stateDesired string True 関係の望ましい状態。作
成時に有効な値
は「established」のみで
す。定義された値は次の
とおりです：

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除済み」 - 関係性
は正常にクリーンア
ップされ、削除され
ました。

stateAllowed array[string] False 特定の状態で要求できる
状態。各定義済み状態に
おいて、以下の状態を要
求することができます：

• 「establishing」
：「established」、
「deleted」

• "established"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failedOver":

"established"、"delete

d"

• "deleting"："deleted"

• "deleted"："削除済み"

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

transferState string False 現在または直近のスナッ
プショット転送の状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「転送中」 - 新しいス
ナップショットが作
成され、現在デステ
ィネーション クラス
タにレプリケートさ
れています。この状
態には、以前の試行
で失敗し、継続的に
再試行されている転
送も含まれます。

• 「idle」 - 現在、転送
処理は行われていま
せん。

transferStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "transferring": "idle"

• "idle":"transferring"

transferStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

healthState string True リソースの健全性状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「不確定」 - リソース
の状態を判断できま
せん（例えば、接続
不良のため）

• 「normal」 - リソース
に既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソースに
既知の問題があり、
インターフェース仕
様に従ってサービス
を提供できない

healthStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

True 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "indeterminate"

："normal"、"warning"

、"critical"

• "normal"

："indeterminate"、"w

arning"、"critical"

• "warning"

："indeterminate"、"n

ormal"、"critical"

• "critical"

："indeterminate"、"n

ormal"、"warning"

12

#type_astra_stateTransition
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Name を入力します 必須 説明

healthStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ 回答例

{

  "type": "application/astra-appMirror",

  "version": "1.1",

  "id": "512c8dac-b7d4-5be9-836e-ee672965866a",

  "sourceAppID": "efd639b6-fc92-4112-8841-0c0ab7890ae0",

  "sourceClusterID": "5789e026-c2e2-41e9-ab00-9766bcfa8951",

  "destinationAppID": "cd7b6d91-fc19-4983-a754-9a7bb4d80a7b",

  "destinationClusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

  "state": "establishing",

  "stateTransitions": [

    {

      "from": "establishing",

      "to": [

        "established",

        "deleting"

      ]
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    },

    {

      "from": "established",

      "to": [

        "failingOver",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "failingOver",

      "to": [

        "failedOver",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "failedOver",

      "to": [

        "establishing",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "deleting",

      "to": [

        "deleted"

      ]

    }

  ],

  "stateDesired": "established",

  "stateAllowed": [

    "deleted"

  ],

  "stateDetails": [

    {

      "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/3",

      "title": "AppMirror is being established",

      "detail": "The AppMirror relationship is in the process of being

established."

    }

  ],

  "healthState": "warning",

  "healthStateTransitions": [

    {

      "from": "indeterminate",

      "to": [
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        "normal",

        "warning",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "normal",

      "to": [

        "indeterminate",

        "warning",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "warning",

      "to": [

        "indeterminate",

        "normal",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "critical",

      "to": [

        "indeterminate",

        "normal",

        "warning"

      ]

    }

  ],

  "healthStateDetails": [

    {

      "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/4",

      "title": "AppMirror not yet established",

      "detail": "The relationship is in the process of being

established, so it's not protecting the app data yet."

    }

  ],

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}
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応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidFields 配列["invalidFields"] False 無効なリクエストボディ
フィールドのリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"
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}

応答

Status: 409, Conflict

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/10",

  "title": "JSON resource conflict",

  "detail": "The request body JSON contains a field that conflicts with

an idempotent value.",

  "status": "409"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

17



  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False 名前空間が指定されてい
るクラスタの識別子。定
義された値は次のとおり
です：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

ネームスペース array[string] False クラスタで使用するネー
ムスペースのリスト。イ
ンデックスによって他の
クラスタのネームスペー
スリストと関連付けられ
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

ロール string False この名前空間定義の初期
の役割。このパラメータ
は、同一クラスタレプリ
ケーション構成を使用す
る場合を除き、オプショ
ンです。定義された値は
次のとおりです：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

storageClasses

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False ストレージクラスが指定
されているクラスタの識
別子。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

storageClassName string False 「clusterID」で指定され
たクラスタ上でPVCを作
成する際に使用するスト
レージクラスの名前。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：255
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Name を入力します 必須 説明

ロール string False このストレージクラス定
義の初期ロール。このパ
ラメータは、同一クラス
タレプリケーション構成
を使用する場合を除き、
オプションです。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

additionalDetails

type_astra_stateDetail
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#type_astra_label


Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

additionalDetails "additionalDetails" False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

invalidFields

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なリクエストボディ
フィールドの名前

理由 string True リクエスト本文フィール
ドが無効な理由

すべてのAppMirrorリソースを表示

GET /accounts/{account_id}/k8s/v1/appMirrors

コレクション内の一致するすべてのリソースのJSON配列を返します。リクエストで個別のフィールドが指定
されている場合、アイテムのJSON配列には、一致する各リソースに対して要求されたフィールドが、指定さ
れた順序で含まれます。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}
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Name を入力します 入力 必須 説明

含める string query False コレクションを一覧
表示する際に、どの
フィールドを返すか
を指定します。

URLの例
："include=id"、"incl

ude=id,name"

OpenAPI の例："id"

制限（ Limit ） string query False コレクションを一覧
表示する際に返され
るリソースの最大数
を示します。

URLの例："limit=2"

OpenAPI の例："2"

フィルタ string query False コレクションを一覧
表示する際に、リソ
ースを返すためにど
のフィールドを一致
させる必要があるか
を示します。

サポートされている
オペレータは次のと
おりです：

• eq - 等号

• lt/gt - より小さ
い/より大きい

• lte/gte - 以下/以
上

URLの例
："filter=field%20eq

%20%27value%27"

OpenAPI の例
：「field eq

'value'」

応答

Status: 200, Returns a JSON array of all matching resources in the

collection. If individual fields are specified in the request, the items

JSON array will contain the fields requested for each matching resource in
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the order specified.

Name を入力します 必須 説明

項目 配列[いずれか
："appMirror_1.1_get_res

ponse_body"、配列[]]

True

メタデータ "type_astra_metadata_list

"

True

▼ 回答例

{

  "type": "application/astra-appMirrors",

  "version": "1.1",

  "items": [

    {

      "type": "application/astra-appMirror",

      "version": "1.1",

      "id": "f1c98c2e-6391-42d3-8b21-3e75dac048a3",

      "sourceAppID": "efd639b6-fc92-4112-8841-0c0ab7890ae0",

      "sourceClusterID": "5789e026-c2e2-41e9-ab00-9766bcfa8951",

      "destinationAppID": "cd7b6d91-fc19-4983-a754-9a7bb4d80a7b",

      "destinationClusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

      "namespaceMapping": [

        {

          "clusterID": "5789e026-c2e2-41e9-ab00-9766bcfa8951",

          "namespaces": [

            "ns1-src",

            "ns2-src"

          ]

        },

        {

          "clusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

          "namespaces": [

            "ns1-dest",

            "ns2-dest"

          ]

        }

      ],

      "state": "established",

      "stateTransitions": [

        {

          "from": "establishing",

          "to": [

            "established",
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            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "established",

          "to": [

            "failingOver",

            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "failingOver",

          "to": [

            "failedOver",

            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "failedOver",

          "to": [

            "establishing",

            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "deleting",

          "to": [

            "deleted"

          ]

        }

      ],

      "stateDesired": "established",

      "stateAllowed": [

        "failedOver",

        "deleted"

      ],

      "stateDetails": [

        {

          "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/1",

          "title": "AppMirror relationship established",

          "detail": "The AppMirror relationship has been successfully

established."

        }

      ],

      "healthState": "normal",

      "healthStateTransitions": [
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        {

          "from": "indeterminate",

          "to": [

            "normal",

            "warning",

            "critical"

          ]

        },

        {

          "from": "normal",

          "to": [

            "indeterminate",

            "warning",

            "critical"

          ]

        },

        {

          "from": "warning",

          "to": [

            "indeterminate",

            "normal",

            "critical"

          ]

        },

        {

          "from": "critical",

          "to": [

            "indeterminate",

            "normal",

            "warning"

          ]

        }

      ],

      "healthStateDetails": [

        {

          "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/2",

          "title": "SnapMirror syncing successfully",

          "detail": "All SnapMirror relationships are synchronizing as

expected."

        }

      ],

      "metadata": {

        "labels": [],

        "creationTimestamp": "2020-08-06T12:24:52.256624Z",

        "modificationTimestamp": "2020-08-06T12:24:52.256624Z",

        "createdBy": "11c0cfa1-4f27-4ef7-a21c-cb452fc5c9aa"
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      }

    },

    {

      "type": "application/astra-appMirror",

      "version": "1.1",

      "id": "114633f0-5b59-4bd7-adce-a9ba4423a1bd",

      "sourceAppID": "eaf8b854-211d-460a-ac18-d093d8e2ac70",

      "sourceClusterID": "fcb27b51-ebb7-40ca-b8f1-1d23ebd06889",

      "destinationAppID": "e829c5e0-750f-44ad-a684-aee85be2c2bb",

      "destinationClusterID": "fcb27b51-ebb7-40ca-b8f1-1d23ebd06889",

      "namespaceMapping": [

        {

          "clusterID": "fcb27b51-ebb7-40ca-b8f1-1d23ebd06889",

          "namespaces": [

            "app-namespace"

          ],

          "role": "source"

        },

        {

          "clusterID": "fcb27b51-ebb7-40ca-b8f1-1d23ebd06889",

          "namespaces": [

            "destination-app-namespace"

          ],

          "role": "destination"

        }

      ],

      "storageClasses": [

        {

          "storageClassName": "destination-sc",

          "clusterID": "fcb27b51-ebb7-40ca-b8f1-1d23ebd06889",

          "role": "destination"

        }

      ],

      "state": "established",

      "stateTransitions": [

        {

          "from": "establishing",

          "to": [

            "established",

            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "established",

          "to": [

            "failingOver",
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            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "failingOver",

          "to": [

            "failedOver",

            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "failedOver",

          "to": [

            "establishing",

            "deleting"

          ]

        }

      ],

      "stateDesired": "established",

      "stateAllowed": [

        "failedOver",

        "deleted"

      ],

      "stateDetails": [],

      "transferState": "idle",

      "transferStateTransitions": [

        {

          "from": "transferring",

          "to": [

            "idle"

          ]

        },

        {

          "from": "idle",

          "to": [

            "transferring"

          ]

        }

      ],

      "transferStateDetails": [

        {

          "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/24",

          "title": "Snapshot replication completed",

          "detail": "A snapshot was replicated to the destination.",

          "additionalDetails": {

            "completionTime": "2023-07-06T22:46:39Z",
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            "snapshotID": "ae60820d-e963-4eab-8bb3-9159e9f012f0",

            "startTime": "2023-07-06T22:46:08Z"

          }

        }

      ],

      "healthState": "normal",

      "healthStateTransitions": [],

      "healthStateDetails": [

        {

          "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/24",

          "title": "Snapshot replication completed",

          "detail": "A snapshot was replicated to the destination.",

          "additionalDetails": {

            "completionTime": "2023-07-06T22:46:39Z",

            "snapshotID": "ae60820d-e963-4eab-8bb3-9159e9f012f0",

            "startTime": "2023-07-06T22:46:08Z"

          }

        }

      ],

      "metadata": {

        "labels": [],

        "creationTimestamp": "2023-07-06T22:45:24Z",

        "modificationTimestamp": "2023-07-06T22:45:24Z",

        "createdBy": "cc420827-f968-4da7-9e72-df8a0fd52f94"

      }

    }

  ],

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True
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Name を入力します 必須 説明

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden
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#invalidParams


Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

namespaceMapping
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Name を入力します 必須 説明

clusterID string False 名前空間が指定されてい
るクラスタの識別子。定
義された値は次のとおり
です：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

ネームスペース array[string] False クラスタで使用するネー
ムスペースのリスト。イ
ンデックスによって他の
クラスタのネームスペー
スリストと関連付けられ
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

ロール string False この名前空間定義の初期
の役割。このパラメータ
は、同一クラスタレプリ
ケーション構成を使用す
る場合を除き、オプショ
ンです。定義された値は
次のとおりです：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

storageClasses

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False ストレージクラスが指定
されているクラスタの識
別子。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

storageClassName string False 「clusterID」で指定され
たクラスタ上でPVCを作
成する際に使用するスト
レージクラスの名前。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：255

ロール string False このストレージクラス定
義の初期ロール。このパ
ラメータは、同一クラス
タレプリケーション構成
を使用する場合を除き、
オプションです。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

additionalDetails

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

additionalDetails "additionalDetails" False

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update
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リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

appMirror_1.1_get_response_body

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

appMirror」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

sourceAppID string True ソースアプリケーション
の識別子。sourceAppID

とdestinationAppIDを入
れ替えた場合にのみ更新
されます。定義された値
は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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#type_astra_label


Name を入力します 必須 説明

sourceClusterID string True ソースアプリケーション
をホストしている管理対
象クラスタの識別子。こ
のフィールドは読み取り
専用であり、ソースアプ
リケーションのホストク
ラスタに基づいて決定さ
れます。アップデートで
提供される場合、ソース
アプリケーションのクラ
スタIDと一致する必要が
あるため、sourceAppID

とdestinationAppIDを入
れ替える場合にのみ変更
できます。定義された値
は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

destinationAppID string False デスティネーション アプ
リケーションの識別子。
作成時に指定することは
できません。なぜなら、
関係の初期化の一環とし
て新しいアプリIDが生成
されるからで
す。sourceAppID

とdestinationAppIDを入
れ替えた場合にのみ更新
可能です。定義された値
は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

デスティネーション クラ
スタ ID

string True デスティネーション アプ
リケーションをホストす
る管理対象クラスタの識
別子。作成時に必ず指定
する必要があります。こ
れは、デスティネーショ
ン アプリケーションが作
成されるクラスタを決定
するためです。更新時に
指定される場合、デステ
ィネーション アプリケー
ションのクラスタIDと一
致する必要があるた
め、sourceAppID

とdestinationAppIDを入
れ替える場合にのみ変更
できます。定義された値
は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False 宛先アプリケーションを
作成する際に使用する名
前空間（または複数の名
前空間）。これは、ソー
スアプリケーションの名
前空間に対応します。各
JSON オブジェクトに
は「clusterID」
と「namespaces」とい
うフィールドが含まれて
おり、「clusterID」の値
はソースまたはデスティ
ネーション クラスタの
JSON 文字列 ID

で、「namespaces」の
値は JSON 文字列の
JSON 配列です。各クラ
スタには必ず 1 つの
JSON オブジェクトが存
在し、名前空間はインデ
ックスによって関連付け
られます。指定しない場
合は、ソース クラスタの
同じ名前空間がデスティ
ネーション クラスタで使
用されます。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

storageClasses 配列["storageClasses"] False 新しい永続ボリューム要
求（PVC）を作成すると
きにデスティネーション
クラスタで使用されるス
トレージクラス。
各JSONオブジェクトに
は「clusterID」
と「storageClassName

」のフィールドが含まれ
ており、「clusterID」の
値はソースまたはデステ
ィネーション クラスタ
のJSON文字列ID

で、「storageClassNam

e」はそのクラスタ
でPVCを作成する際に使
用するストレージクラス
です。指定されていない
場合、またはクラスタに
対して値が欠落している
場合は、そのクラスタに
はデフォルトのストレー
ジクラスが使用されま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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#storageClasses


Name を入力します 必須 説明

状態 string True 関係の状態。定義された
値は次のとおりです：

• 「establishing」 - 関
係が構築されつつあ
る。

• 「established」 - 関
係が作成されます。

• 「failingOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが進行中で
す。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除中」 - 関係に
よって作成されたリ
ソースがクリーンア
ップされています。

• 「削除済み」 - 関係
が整理され、削除さ
れました。

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 許可された状態遷移。こ
のリソースでは、以下の
状態遷移が可能です：

• 「establishing」
：「established」、
「deleting」

• "established"

："failingOver"、"del

eting"

• "failingOver"

："failedOver"、"dele

ting"

• "failedOver"

："establishing"、"del

eting"

• "deleting"："deleted"

• 「削除済み」：
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Name を入力します 必須 説明

stateDesired string True 関係の望ましい状態。作
成時に有効な値
は「established」のみで
す。定義された値は次の
とおりです：

• 「established」 - 関
係が作成されます。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除済み」 - 関係
性は正常にクリーン
アップされ、削除さ
れました。

stateAllowed array[string] False 特定の状態で要求できる
状態。各定義済み状態に
おいて、以下の状態を要
求することができます：

• 「establishing」
：「established」、
「deleted」

• "established"

："failedOver"、"dele

ted"

• "failingOver"

："failedOver"、"dele

ted"

• "failedOver":

"established"、"delet

ed"

• "deleting"："deleted"

• "deleted"："削除済
み"

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

transferState string False 現在または直近のスナッ
プショット転送の状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「転送中」 - 新しい
スナップショットが
作成され、現在デス
ティネーション クラ
スタにレプリケート
されています。この
状態には、以前の試
行で失敗し、継続的
に再試行されている
転送も含まれます。

• 「idle」 - 現在、転送
処理は行われていま
せん。

transferStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "transferring": "idle"

• "idle":"transferring"

transferStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

healthState string True リソースの健全性状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「不確定」 - リソー
スの状態を判断でき
ません（例えば、接
続不良のため）

• 「normal」 - リソー
スに既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソース
に既知の問題があ
り、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できない

healthStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

True 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "indeterminate"

："normal"、"warning

"、"critical"

• "normal"

："indeterminate"、"

warning"、"critical"

• "warning"

："indeterminate"、"n

ormal"、"critical"

• "critical"

："indeterminate"、"n

ormal"、"warning"

40
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#type_astra_stateTransition


Name を入力します 必須 説明

healthStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimesta

mp および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

type_astra_metadata_list

Name を入力します 必須 説明

続行 string False

カウント 番号 False

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前
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Name を入力します 必須 説明

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

AppMirrorリソースを取得する

GET /accounts/{account_id}/k8s/v1/appMirrors/{appMirror_id}

JSON レスポンスボディに保存されている AppMirror API リソースを返します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

appMirror_id string path（パス） True リストす
るappMirrorコレク
ションのID

応答

Status: 200, Returns the stored AppMirror API resource in the JSON

response body.

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

appMirror」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠
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Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string True ソースアプリケーション
の識別子。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新さ
れます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterID string True ソースアプリケーション
をホストしている管理対
象クラスタの識別子。こ
のフィールドは読み取り
専用であり、ソースアプ
リケーションのホストク
ラスタに基づいて決定さ
れます。アップデートで
提供される場合、ソース
アプリケーションのクラ
スタIDと一致する必要が
あるため、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

destinationAppID string False デスティネーション アプ
リケーションの識別子。
作成時に指定することは
できません。なぜなら、
関係の初期化の一環とし
て新しいアプリIDが生成
されるからで
す。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新可
能です。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

デスティネーション クラ
スタ ID

string True デスティネーション アプ
リケーションをホストす
る管理対象クラスタの識
別子。作成時に必ず指定
する必要があります。こ
れは、デスティネーショ
ン アプリケーションが作
成されるクラスタを決定
するためです。更新時に
指定される場合、デステ
ィネーション アプリケー
ションのクラスタIDと一
致する必要があるた
め、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False 宛先アプリケーションを
作成する際に使用する名
前空間（または複数の名
前空間）。これは、ソー
スアプリケーションの名
前空間に対応します。各
JSON オブジェクトに
は「clusterID」
と「namespaces」という
フィールドが含まれてお
り、「clusterID」の値は
ソースまたはデスティネ
ーション クラスタの
JSON 文字列 ID

で、「namespaces」の値
は JSON 文字列の JSON

配列です。各クラスタに
は必ず 1 つの JSON オブ
ジェクトが存在し、名前
空間はインデックスによ
って関連付けられます。
指定しない場合は、ソー
ス クラスタの同じ名前空
間がデスティネーション
クラスタで使用されま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

storageClasses 配列["storageClasses"] False 新しい永続ボリューム要
求（PVC）を作成すると
きにデスティネーション
クラスタで使用されるス
トレージクラス。各JSON

オブジェクトに
は「clusterID」
と「storageClassName」
のフィールドが含まれて
おり、「clusterID」の値
はソースまたはデスティ
ネーション クラスタ
のJSON文字列ID

で、「storageClassName

」はそのクラスタでPVC

を作成する際に使用する
ストレージクラスです。
指定されていない場合、
またはクラスタに対して
値が欠落している場合
は、そのクラスタにはデ
フォルトのストレージク
ラスが使用されます。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

状態 string True 関係の状態。定義された
値は次のとおりです：

• 「establishing」 - 関
係が構築されつつあ
る。

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failingOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが進行中で
す。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除中」 - 関係によ
って作成されたリソ
ースがクリーンアッ
プされています。

• 「削除済み」 - 関係が
整理され、削除され
ました。

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 許可された状態遷移。こ
のリソースでは、以下の
状態遷移が可能です：

• 「establishing」
：「established」、
「deleting」

• "established"

："failingOver"、"dele

ting"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ing"

• "failedOver"

："establishing"、"del

eting"

• "deleting"："deleted"

• 「削除済み」：
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Name を入力します 必須 説明

stateDesired string True 関係の望ましい状態。作
成時に有効な値
は「established」のみで
す。定義された値は次の
とおりです：

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除済み」 - 関係性
は正常にクリーンア
ップされ、削除され
ました。

stateAllowed array[string] False 特定の状態で要求できる
状態。各定義済み状態に
おいて、以下の状態を要
求することができます：

• 「establishing」
：「established」、
「deleted」

• "established"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failedOver":

"established"、"delete

d"

• "deleting"："deleted"

• "deleted"："削除済み"

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

transferState string False 現在または直近のスナッ
プショット転送の状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「転送中」 - 新しいス
ナップショットが作
成され、現在デステ
ィネーション クラス
タにレプリケートさ
れています。この状
態には、以前の試行
で失敗し、継続的に
再試行されている転
送も含まれます。

• 「idle」 - 現在、転送
処理は行われていま
せん。

transferStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "transferring": "idle"

• "idle":"transferring"

transferStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

healthState string True リソースの健全性状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「不確定」 - リソース
の状態を判断できま
せん（例えば、接続
不良のため）

• 「normal」 - リソース
に既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソースに
既知の問題があり、
インターフェース仕
様に従ってサービス
を提供できない

healthStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

True 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "indeterminate"

："normal"、"warning"

、"critical"

• "normal"

："indeterminate"、"w

arning"、"critical"

• "warning"

："indeterminate"、"n

ormal"、"critical"

• "critical"

："indeterminate"、"n

ormal"、"warning"
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Name を入力します 必須 説明

healthStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ 回答例

{

  "type": "application/astra-appMirror",

  "version": "1.1",

  "id": "512c8dac-b7d4-5be9-836e-ee672965866a",

  "sourceAppID": "efd639b6-fc92-4112-8841-0c0ab7890ae0",

  "sourceClusterID": "5789e026-c2e2-41e9-ab00-9766bcfa8951",

  "destinationAppID": "cd7b6d91-fc19-4983-a754-9a7bb4d80a7b",

  "destinationClusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

  "namespaceMapping": [

    {

      "clusterID": "5789e026-c2e2-41e9-ab00-9766bcfa8951",

      "namespaces": [

        "ns1-src",

        "ns2-src"

      ]

    },
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    {

      "clusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

      "namespaces": [

        "ns1-dest",

        "ns2-dest"

      ]

    }

  ],

  "state": "established",

  "stateTransitions": [

    {

      "from": "establishing",

      "to": [

        "established",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "established",

      "to": [

        "failingOver",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "failingOver",

      "to": [

        "failedOver",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "failedOver",

      "to": [

        "establishing",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "deleting",

      "to": [

        "deleted"

      ]

    }

  ],

  "stateDesired": "established",
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  "stateAllowed": [

    "failedOver",

    "deleted"

  ],

  "stateDetails": [

    {

      "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/1",

      "title": "AppMirror relationship established",

      "detail": "The AppMirror relationship has been successfully

established."

    }

  ],

  "healthState": "normal",

  "healthStateTransitions": [

    {

      "from": "indeterminate",

      "to": [

        "normal",

        "warning",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "normal",

      "to": [

        "indeterminate",

        "warning",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "warning",

      "to": [

        "indeterminate",

        "normal",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "critical",

      "to": [

        "indeterminate",

        "normal",

        "warning"

      ]

    }
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  ],

  "healthStateDetails": [

    {

      "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/2",

      "title": "SnapMirror syncing successfully",

      "detail": "All SnapMirror relationships are synchronizing as

expected."

    }

  ],

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}
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エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False 名前空間が指定されてい
るクラスタの識別子。定
義された値は次のとおり
です：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

ネームスペース array[string] False クラスタで使用するネー
ムスペースのリスト。イ
ンデックスによって他の
クラスタのネームスペー
スリストと関連付けられ
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

ロール string False この名前空間定義の初期
の役割。このパラメータ
は、同一クラスタレプリ
ケーション構成を使用す
る場合を除き、オプショ
ンです。定義された値は
次のとおりです：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

storageClasses

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False ストレージクラスが指定
されているクラスタの識
別子。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

storageClassName string False 「clusterID」で指定され
たクラスタ上でPVCを作
成する際に使用するスト
レージクラスの名前。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：255
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Name を入力します 必須 説明

ロール string False このストレージクラス定
義の初期ロール。このパ
ラメータは、同一クラス
タレプリケーション構成
を使用する場合を除き、
オプションです。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

additionalDetails

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

additionalDetails "additionalDetails" False

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。
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Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

AppMirrorリソースを変更する

PUT /accounts/{account_id}/k8s/v1/appMirrors/{appMirror_id}

保存されているリソース全体を、指定されたJSONリクエストボディに置き換えますが、ユーザーが変更でき
ないキー値は保持します。

副作用

• desiredStateに基づくさまざまな副作用。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

appMirror_id string path（パス） True リストす
るappMirrorコレク
ションのID

要求の本文

保存されているリソース全体を、指定されたJSONリクエストボディに置き換えますが、ユーザーが変更でき
ないキー値は保持します。

副作用

• desiredStateに基づくさまざまな副作用。
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#type_astra_label


Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

appMirror」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

ID string False リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

sourceAppID string False ソースアプリケーション
の識別子。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新さ
れます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterID string False ソースアプリケーション
をホストしている管理対
象クラスタの識別子。こ
のフィールドは読み取り
専用であり、ソースアプ
リケーションのホストク
ラスタに基づいて決定さ
れます。アップデートで
提供される場合、ソース
アプリケーションのクラ
スタIDと一致する必要が
あるため、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

destinationAppID string False デスティネーション アプ
リケーションの識別子。
作成時に指定することは
できません。なぜなら、
関係の初期化の一環とし
て新しいアプリIDが生成
されるからで
す。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新可
能です。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

デスティネーション クラ
スタ ID

string False デスティネーション アプ
リケーションをホストす
る管理対象クラスタの識
別子。作成時に必ず指定
する必要があります。こ
れは、デスティネーショ
ン アプリケーションが作
成されるクラスタを決定
するためです。更新時に
指定される場合、デステ
ィネーション アプリケー
ションのクラスタIDと一
致する必要があるた
め、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

60



Name を入力します 必須 説明

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False 宛先アプリケーションを
作成する際に使用する名
前空間（または複数の名
前空間）。これは、ソー
スアプリケーションの名
前空間に対応します。各
JSON オブジェクトに
は「clusterID」
と「namespaces」という
フィールドが含まれてお
り、「clusterID」の値は
ソースまたはデスティネ
ーション クラスタの
JSON 文字列 ID

で、「namespaces」の値
は JSON 文字列の JSON

配列です。各クラスタに
は必ず 1 つの JSON オブ
ジェクトが存在し、名前
空間はインデックスによ
って関連付けられます。
指定しない場合は、ソー
ス クラスタの同じ名前空
間がデスティネーション
クラスタで使用されま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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#namespaceMapping


Name を入力します 必須 説明

storageClasses 配列["storageClasses"] False 新しい永続ボリューム要
求（PVC）を作成すると
きにデスティネーション
クラスタで使用されるス
トレージクラス。各JSON

オブジェクトに
は「clusterID」
と「storageClassName」
のフィールドが含まれて
おり、「clusterID」の値
はソースまたはデスティ
ネーション クラスタ
のJSON文字列ID

で、「storageClassName

」はそのクラスタでPVC

を作成する際に使用する
ストレージクラスです。
指定されていない場合、
またはクラスタに対して
値が欠落している場合
は、そのクラスタにはデ
フォルトのストレージク
ラスが使用されます。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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#storageClasses


Name を入力します 必須 説明

状態 string False 関係の状態。定義された
値は次のとおりです：

• 「establishing」 - 関
係が構築されつつあ
る。

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failingOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが進行中で
す。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除中」 - 関係によ
って作成されたリソ
ースがクリーンアッ
プされています。

• 「削除済み」 - 関係が
整理され、削除され
ました。

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 許可された状態遷移。こ
のリソースでは、以下の
状態遷移が可能です：

• 「establishing」
：「established」、
「deleting」

• "established"

："failingOver"、"dele

ting"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ing"

• "failedOver"

："establishing"、"del

eting"

• "deleting"："deleted"

• 「削除済み」：
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#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateTransition


Name を入力します 必須 説明

stateDesired string False 関係の望ましい状態。作
成時に有効な値
は「established」のみで
す。定義された値は次の
とおりです：

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除済み」 - 関係性
は正常にクリーンア
ップされ、削除され
ました。

stateAllowed array[string] False 特定の状態で要求できる
状態。各定義済み状態に
おいて、以下の状態を要
求することができます：

• 「establishing」
：「established」、
「deleted」

• "established"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failedOver":

"established"、"delete

d"

• "deleting"："deleted"

• "deleted"："削除済み"

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

transferState string False 現在または直近のスナッ
プショット転送の状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「転送中」 - 新しいス
ナップショットが作
成され、現在デステ
ィネーション クラス
タにレプリケートさ
れています。この状
態には、以前の試行
で失敗し、継続的に
再試行されている転
送も含まれます。

• 「idle」 - 現在、転送
処理は行われていま
せん。

transferStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "transferring": "idle"

• "idle":"transferring"

transferStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

healthState string False リソースの健全性状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「不確定」 - リソース
の状態を判断できま
せん（例えば、接続
不良のため）

• 「normal」 - リソース
に既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソースに
既知の問題があり、
インターフェース仕
様に従ってサービス
を提供できない

healthStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "indeterminate"

："normal"、"warning"

、"critical"

• "normal"

："indeterminate"、"w

arning"、"critical"

• "warning"

："indeterminate"、"n

ormal"、"critical"

• "critical"

："indeterminate"、"n

ormal"、"warning"
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#type_astra_stateTransition


Name を入力します 必須 説明

healthStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

False リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ リクエスト例

{

  "type": "application/astra-appMirror",

  "version": "1.1",

  "stateDesired": "failedOver"

}

応答

Status: 204, Indicates if the appMirror resource was updated.

応答

Status: 401, Unauthorized
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidFields 配列["invalidFields"] False 無効なリクエストボディ
フィールドのリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}
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#invalidFields


応答

Status: 409, Conflict

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidFields 配列["invalidFields"] False 無効なリクエストボディ
フィールドのリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/10",

  "title": "JSON resource conflict",

  "detail": "The request body JSON contains a field that conflicts with

an idempotent value.",

  "status": "409"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",
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#invalidFields


  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/1",

  "title": "Resource not found",

  "detail": "The resource specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False 名前空間が指定されてい
るクラスタの識別子。定
義された値は次のとおり
です：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

ネームスペース array[string] False クラスタで使用するネー
ムスペースのリスト。イ
ンデックスによって他の
クラスタのネームスペー
スリストと関連付けられ
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

ロール string False この名前空間定義の初期
の役割。このパラメータ
は、同一クラスタレプリ
ケーション構成を使用す
る場合を除き、オプショ
ンです。定義された値は
次のとおりです：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

storageClasses

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False ストレージクラスが指定
されているクラスタの識
別子。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

storageClassName string False 「clusterID」で指定され
たクラスタ上でPVCを作
成する際に使用するスト
レージクラスの名前。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：255
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Name を入力します 必須 説明

ロール string False このストレージクラス定
義の初期ロール。このパ
ラメータは、同一クラス
タレプリケーション構成
を使用する場合を除き、
オプションです。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

additionalDetails

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

additionalDetails "additionalDetails" False

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。
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Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

invalidFields

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なリクエストボディ
フィールドの名前

理由 string True リクエスト本文フィール
ドが無効な理由

AppMirrorリソースを削除します

DELETE /accounts/{account_id}/k8s/v1/appMirrors/{appMirror_id}

指定されたAppMirror APIリソースを削除します。AppMirrorリソース、およびAppMirror関係の結果としてソー
スクラスターと宛先クラスターで作成されたリソースを非同期的に削除するプロセスを開始します。削除され
るリソースは、削除時点での関係性の状態によって異なります。

副作用

• stateDesiredフィールドは「deleted」に設定されています。

• 状態フィールドは「削除中」に設定されています。

• 状態が"established"の場合、AppMirror関係によって作成されたTridentMirrorRelationshipsおよ
びPersistentVolumeClaimsは削除されます。

• 状態が"failedOver"の場合、AppMirror関係によって作成されたTridentMirrorRelationshipsは削除され、宛先
アプリケーションのPersistentVolumeClaimsはそのまま残されます。

• 非同期削除操作が完了すると、AppMirror APIリソースは、送信元アプリケーションと宛先アプリケーショ
ンの両方から削除されます。
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#type_astra_label


パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

appMirror_id string path（パス） True リストす
るappMirrorコレク
ションのID

応答

Status: 204, Indicates if the appMirror resource was deleted.

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

74



Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}
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エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/1",

  "title": "Resource not found",

  "detail": "The resource specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

アプリ用の新しいAppMirrorリソースを作成します

POST /accounts/{account_id}/k8s/v1/apps/{app_id}/appMirrors

作成される AppMirror API リソースの希望する値を示します。

パラメータ
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Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

app_id string path（パス） True 含まれるアプリリソ
ースのID

要求の本文

作成される AppMirror API リソースの希望する値を示します。

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

appMirror」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

sourceAppID string True ソースアプリケーション
の識別子。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新さ
れます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

デスティネーション クラ
スタ ID

string True デスティネーション アプ
リケーションをホストす
る管理対象クラスタの識
別子。作成時に必ず指定
する必要があります。こ
れは、デスティネーショ
ン アプリケーションが作
成されるクラスタを決定
するためです。更新時に
指定される場合、デステ
ィネーション アプリケー
ションのクラスタIDと一
致する必要があるた
め、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False 宛先アプリケーションを
作成する際に使用する名
前空間（または複数の名
前空間）。これは、ソー
スアプリケーションの名
前空間に対応します。各
JSON オブジェクトに
は「clusterID」
と「namespaces」という
フィールドが含まれてお
り、「clusterID」の値は
ソースまたはデスティネ
ーション クラスタの
JSON 文字列 ID

で、「namespaces」の値
は JSON 文字列の JSON

配列です。各クラスタに
は必ず 1 つの JSON オブ
ジェクトが存在し、名前
空間はインデックスによ
って関連付けられます。
指定しない場合は、ソー
ス クラスタの同じ名前空
間がデスティネーション
クラスタで使用されま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

storageClasses 配列["storageClasses"] False 新しい永続ボリューム要
求（PVC）を作成すると
きにデスティネーション
クラスタで使用されるス
トレージクラス。各JSON

オブジェクトに
は「clusterID」
と「storageClassName」
のフィールドが含まれて
おり、「clusterID」の値
はソースまたはデスティ
ネーション クラスタ
のJSON文字列ID

で、「storageClassName

」はそのクラスタでPVC

を作成する際に使用する
ストレージクラスです。
指定されていない場合、
またはクラスタに対して
値が欠落している場合
は、そのクラスタにはデ
フォルトのストレージク
ラスが使用されます。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2

stateDesired string True 関係の望ましい状態。作
成時に有効な値
は「established」のみで
す。定義された値は次の
とおりです：

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除済み」 - 関係性
は正常にクリーンア
ップされ、削除され
ました。
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Name を入力します 必須 説明

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

False リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ リクエスト例

{

  "type": "application/astra-appMirror",

  "version": "1.1",

  "sourceAppID": "efd639b6-fc92-4112-8841-0c0ab7890ae0",

  "destinationClusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

  "stateDesired": "established"

}

応答

Status: 201, Returns the newly created appMirror resource in the JSON

response body.

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

appMirror」
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Name を入力します 必須 説明

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

sourceAppID string True ソースアプリケーション
の識別子。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新さ
れます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterID string True ソースアプリケーション
をホストしている管理対
象クラスタの識別子。こ
のフィールドは読み取り
専用であり、ソースアプ
リケーションのホストク
ラスタに基づいて決定さ
れます。アップデートで
提供される場合、ソース
アプリケーションのクラ
スタIDと一致する必要が
あるため、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

destinationAppID string False デスティネーション アプ
リケーションの識別子。
作成時に指定することは
できません。なぜなら、
関係の初期化の一環とし
て新しいアプリIDが生成
されるからで
す。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新可
能です。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

デスティネーション クラ
スタ ID

string True デスティネーション アプ
リケーションをホストす
る管理対象クラスタの識
別子。作成時に必ず指定
する必要があります。こ
れは、デスティネーショ
ン アプリケーションが作
成されるクラスタを決定
するためです。更新時に
指定される場合、デステ
ィネーション アプリケー
ションのクラスタIDと一
致する必要があるた
め、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

82



Name を入力します 必須 説明

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False 宛先アプリケーションを
作成する際に使用する名
前空間（または複数の名
前空間）。これは、ソー
スアプリケーションの名
前空間に対応します。各
JSON オブジェクトに
は「clusterID」
と「namespaces」という
フィールドが含まれてお
り、「clusterID」の値は
ソースまたはデスティネ
ーション クラスタの
JSON 文字列 ID

で、「namespaces」の値
は JSON 文字列の JSON

配列です。各クラスタに
は必ず 1 つの JSON オブ
ジェクトが存在し、名前
空間はインデックスによ
って関連付けられます。
指定しない場合は、ソー
ス クラスタの同じ名前空
間がデスティネーション
クラスタで使用されま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

storageClasses 配列["storageClasses"] False 新しい永続ボリューム要
求（PVC）を作成すると
きにデスティネーション
クラスタで使用されるス
トレージクラス。各JSON

オブジェクトに
は「clusterID」
と「storageClassName」
のフィールドが含まれて
おり、「clusterID」の値
はソースまたはデスティ
ネーション クラスタ
のJSON文字列ID

で、「storageClassName

」はそのクラスタでPVC

を作成する際に使用する
ストレージクラスです。
指定されていない場合、
またはクラスタに対して
値が欠落している場合
は、そのクラスタにはデ
フォルトのストレージク
ラスが使用されます。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

状態 string True 関係の状態。定義された
値は次のとおりです：

• 「establishing」 - 関
係が構築されつつあ
る。

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failingOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが進行中で
す。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除中」 - 関係によ
って作成されたリソ
ースがクリーンアッ
プされています。

• 「削除済み」 - 関係が
整理され、削除され
ました。

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 許可された状態遷移。こ
のリソースでは、以下の
状態遷移が可能です：

• 「establishing」
：「established」、
「deleting」

• "established"

："failingOver"、"dele

ting"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ing"

• "failedOver"

："establishing"、"del

eting"

• "deleting"："deleted"

• 「削除済み」：
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Name を入力します 必須 説明

stateDesired string True 関係の望ましい状態。作
成時に有効な値
は「established」のみで
す。定義された値は次の
とおりです：

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除済み」 - 関係性
は正常にクリーンア
ップされ、削除され
ました。

stateAllowed array[string] False 特定の状態で要求できる
状態。各定義済み状態に
おいて、以下の状態を要
求することができます：

• 「establishing」
：「established」、
「deleted」

• "established"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failedOver":

"established"、"delete

d"

• "deleting"："deleted"

• "deleted"："削除済み"

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

transferState string False 現在または直近のスナッ
プショット転送の状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「転送中」 - 新しいス
ナップショットが作
成され、現在デステ
ィネーション クラス
タにレプリケートさ
れています。この状
態には、以前の試行
で失敗し、継続的に
再試行されている転
送も含まれます。

• 「idle」 - 現在、転送
処理は行われていま
せん。

transferStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "transferring": "idle"

• "idle":"transferring"

transferStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

healthState string True リソースの健全性状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「不確定」 - リソース
の状態を判断できま
せん（例えば、接続
不良のため）

• 「normal」 - リソース
に既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソースに
既知の問題があり、
インターフェース仕
様に従ってサービス
を提供できない

healthStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

True 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "indeterminate"

："normal"、"warning"

、"critical"

• "normal"

："indeterminate"、"w

arning"、"critical"

• "warning"

："indeterminate"、"n

ormal"、"critical"

• "critical"

："indeterminate"、"n

ormal"、"warning"
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Name を入力します 必須 説明

healthStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ 回答例

{

  "type": "application/astra-appMirror",

  "version": "1.1",

  "id": "512c8dac-b7d4-5be9-836e-ee672965866a",

  "sourceAppID": "efd639b6-fc92-4112-8841-0c0ab7890ae0",

  "sourceClusterID": "5789e026-c2e2-41e9-ab00-9766bcfa8951",

  "destinationAppID": "cd7b6d91-fc19-4983-a754-9a7bb4d80a7b",

  "destinationClusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

  "state": "establishing",

  "stateTransitions": [

    {

      "from": "establishing",

      "to": [

        "established",

        "deleting"

      ]
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    },

    {

      "from": "established",

      "to": [

        "failingOver",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "failingOver",

      "to": [

        "failedOver",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "failedOver",

      "to": [

        "establishing",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "deleting",

      "to": [

        "deleted"

      ]

    }

  ],

  "stateDesired": "established",

  "stateAllowed": [

    "deleted"

  ],

  "stateDetails": [

    {

      "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/3",

      "title": "AppMirror is being established",

      "detail": "The AppMirror relationship is in the process of being

established."

    }

  ],

  "healthState": "warning",

  "healthStateTransitions": [

    {

      "from": "indeterminate",

      "to": [
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        "normal",

        "warning",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "normal",

      "to": [

        "indeterminate",

        "warning",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "warning",

      "to": [

        "indeterminate",

        "normal",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "critical",

      "to": [

        "indeterminate",

        "normal",

        "warning"

      ]

    }

  ],

  "healthStateDetails": [

    {

      "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/4",

      "title": "AppMirror not yet established",

      "detail": "The relationship is in the process of being

established, so it's not protecting the app data yet."

    }

  ],

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}
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応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidFields 配列["invalidFields"] False 無効なリクエストボディ
フィールドのリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"
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}

応答

Status: 409, Conflict

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/10",

  "title": "JSON resource conflict",

  "detail": "The request body JSON contains a field that conflicts with

an idempotent value.",

  "status": "409"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",
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  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False 名前空間が指定されてい
るクラスタの識別子。定
義された値は次のとおり
です：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

ネームスペース array[string] False クラスタで使用するネー
ムスペースのリスト。イ
ンデックスによって他の
クラスタのネームスペー
スリストと関連付けられ
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

ロール string False この名前空間定義の初期
の役割。このパラメータ
は、同一クラスタレプリ
ケーション構成を使用す
る場合を除き、オプショ
ンです。定義された値は
次のとおりです：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

storageClasses

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False ストレージクラスが指定
されているクラスタの識
別子。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

storageClassName string False 「clusterID」で指定され
たクラスタ上でPVCを作
成する際に使用するスト
レージクラスの名前。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：255
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Name を入力します 必須 説明

ロール string False このストレージクラス定
義の初期ロール。このパ
ラメータは、同一クラス
タレプリケーション構成
を使用する場合を除き、
オプションです。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

additionalDetails

type_astra_stateDetail
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

additionalDetails "additionalDetails" False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

invalidFields

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なリクエストボディ
フィールドの名前

理由 string True リクエスト本文フィール
ドが無効な理由

アプリのAppMirrorリソースを一覧表示します

GET /accounts/{account_id}/k8s/v1/apps/{app_id}/appMirrors

コレクション内の一致するすべてのリソースのJSON配列を返します。リクエストで個別のフィールドが指定
されている場合、アイテムのJSON配列には、一致する各リソースに対して要求されたフィールドが、指定さ
れた順序で含まれます。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

app_id string path（パス） True 含まれるアプリリソ
ースのID
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Name を入力します 入力 必須 説明

含める string query False コレクションを一覧
表示する際に、どの
フィールドを返すか
を指定します。

URLの例
："include=id"、"incl

ude=id,name"

OpenAPI の例："id"

制限（ Limit ） string query False コレクションを一覧
表示する際に返され
るリソースの最大数
を示します。

URLの例："limit=2"

OpenAPI の例："2"

フィルタ string query False コレクションを一覧
表示する際に、リソ
ースを返すためにど
のフィールドを一致
させる必要があるか
を示します。

サポートされている
オペレータは次のと
おりです：

• eq - 等号

• lt/gt - より小さ
い/より大きい

• lte/gte - 以下/以
上

URLの例
："filter=field%20eq

%20%27value%27"

OpenAPI の例
：「field eq

'value'」

応答

Status: 200, Returns a JSON array of all matching resources in the

collection. If individual fields are specified in the request, the items

JSON array will contain the fields requested for each matching resource in
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the order specified.

Name を入力します 必須 説明

項目 配列[いずれか
："appMirror_1.1_get_res

ponse_body"、配列[]]

True

メタデータ "type_astra_metadata_list

"

True

▼ 回答例

{

  "type": "application/astra-appMirrors",

  "version": "1.1",

  "items": [

    {

      "type": "application/astra-appMirror",

      "version": "1.1",

      "id": "f1c98c2e-6391-42d3-8b21-3e75dac048a3",

      "sourceAppID": "efd639b6-fc92-4112-8841-0c0ab7890ae0",

      "sourceClusterID": "5789e026-c2e2-41e9-ab00-9766bcfa8951",

      "destinationAppID": "cd7b6d91-fc19-4983-a754-9a7bb4d80a7b",

      "destinationClusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

      "namespaceMapping": [

        {

          "clusterID": "5789e026-c2e2-41e9-ab00-9766bcfa8951",

          "namespaces": [

            "ns1-src",

            "ns2-src"

          ]

        },

        {

          "clusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

          "namespaces": [

            "ns1-dest",

            "ns2-dest"

          ]

        }

      ],

      "state": "established",

      "stateTransitions": [

        {

          "from": "establishing",

          "to": [

            "established",
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            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "established",

          "to": [

            "failingOver",

            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "failingOver",

          "to": [

            "failedOver",

            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "failedOver",

          "to": [

            "establishing",

            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "deleting",

          "to": [

            "deleted"

          ]

        }

      ],

      "stateDesired": "established",

      "stateAllowed": [

        "failedOver",

        "deleted"

      ],

      "stateDetails": [

        {

          "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/1",

          "title": "AppMirror relationship established",

          "detail": "The AppMirror relationship has been successfully

established."

        }

      ],

      "healthState": "normal",

      "healthStateTransitions": [
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        {

          "from": "indeterminate",

          "to": [

            "normal",

            "warning",

            "critical"

          ]

        },

        {

          "from": "normal",

          "to": [

            "indeterminate",

            "warning",

            "critical"

          ]

        },

        {

          "from": "warning",

          "to": [

            "indeterminate",

            "normal",

            "critical"

          ]

        },

        {

          "from": "critical",

          "to": [

            "indeterminate",

            "normal",

            "warning"

          ]

        }

      ],

      "healthStateDetails": [

        {

          "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/2",

          "title": "SnapMirror syncing successfully",

          "detail": "All SnapMirror relationships are synchronizing as

expected."

        }

      ],

      "metadata": {

        "labels": [],

        "creationTimestamp": "2020-08-06T12:24:52.256624Z",

        "modificationTimestamp": "2020-08-06T12:24:52.256624Z",

        "createdBy": "11c0cfa1-4f27-4ef7-a21c-cb452fc5c9aa"
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      }

    },

    {

      "type": "application/astra-appMirror",

      "version": "1.1",

      "id": "114633f0-5b59-4bd7-adce-a9ba4423a1bd",

      "sourceAppID": "eaf8b854-211d-460a-ac18-d093d8e2ac70",

      "sourceClusterID": "fcb27b51-ebb7-40ca-b8f1-1d23ebd06889",

      "destinationAppID": "e829c5e0-750f-44ad-a684-aee85be2c2bb",

      "destinationClusterID": "fcb27b51-ebb7-40ca-b8f1-1d23ebd06889",

      "namespaceMapping": [

        {

          "clusterID": "fcb27b51-ebb7-40ca-b8f1-1d23ebd06889",

          "namespaces": [

            "app-namespace"

          ],

          "role": "source"

        },

        {

          "clusterID": "fcb27b51-ebb7-40ca-b8f1-1d23ebd06889",

          "namespaces": [

            "destination-app-namespace"

          ],

          "role": "destination"

        }

      ],

      "storageClasses": [

        {

          "storageClassName": "destination-sc",

          "clusterID": "fcb27b51-ebb7-40ca-b8f1-1d23ebd06889",

          "role": "destination"

        }

      ],

      "state": "established",

      "stateTransitions": [

        {

          "from": "establishing",

          "to": [

            "established",

            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "established",

          "to": [

            "failingOver",
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            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "failingOver",

          "to": [

            "failedOver",

            "deleting"

          ]

        },

        {

          "from": "failedOver",

          "to": [

            "establishing",

            "deleting"

          ]

        }

      ],

      "stateDesired": "established",

      "stateAllowed": [

        "failedOver",

        "deleted"

      ],

      "stateDetails": [],

      "transferState": "idle",

      "transferStateTransitions": [

        {

          "from": "transferring",

          "to": [

            "idle"

          ]

        },

        {

          "from": "idle",

          "to": [

            "transferring"

          ]

        }

      ],

      "transferStateDetails": [

        {

          "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/24",

          "title": "Snapshot replication completed",

          "detail": "A snapshot was replicated to the destination.",

          "additionalDetails": {

            "completionTime": "2023-07-06T22:46:39Z",
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            "snapshotID": "ae60820d-e963-4eab-8bb3-9159e9f012f0",

            "startTime": "2023-07-06T22:46:08Z"

          }

        }

      ],

      "healthState": "normal",

      "healthStateTransitions": [],

      "healthStateDetails": [

        {

          "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/24",

          "title": "Snapshot replication completed",

          "detail": "A snapshot was replicated to the destination.",

          "additionalDetails": {

            "completionTime": "2023-07-06T22:46:39Z",

            "snapshotID": "ae60820d-e963-4eab-8bb3-9159e9f012f0",

            "startTime": "2023-07-06T22:46:08Z"

          }

        }

      ],

      "metadata": {

        "labels": [],

        "creationTimestamp": "2023-07-06T22:45:24Z",

        "modificationTimestamp": "2023-07-06T22:45:24Z",

        "createdBy": "cc420827-f968-4da7-9e72-df8a0fd52f94"

      }

    }

  ],

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True
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Name を入力します 必須 説明

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

namespaceMapping
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Name を入力します 必須 説明

clusterID string False 名前空間が指定されてい
るクラスタの識別子。定
義された値は次のとおり
です：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

ネームスペース array[string] False クラスタで使用するネー
ムスペースのリスト。イ
ンデックスによって他の
クラスタのネームスペー
スリストと関連付けられ
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

ロール string False この名前空間定義の初期
の役割。このパラメータ
は、同一クラスタレプリ
ケーション構成を使用す
る場合を除き、オプショ
ンです。定義された値は
次のとおりです：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

storageClasses

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False ストレージクラスが指定
されているクラスタの識
別子。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

storageClassName string False 「clusterID」で指定され
たクラスタ上でPVCを作
成する際に使用するスト
レージクラスの名前。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：255

ロール string False このストレージクラス定
義の初期ロール。このパ
ラメータは、同一クラス
タレプリケーション構成
を使用する場合を除き、
オプションです。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

additionalDetails

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

additionalDetails "additionalDetails" False

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update
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リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

appMirror_1.1_get_response_body

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

appMirror」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

sourceAppID string True ソースアプリケーション
の識別子。sourceAppID

とdestinationAppIDを入
れ替えた場合にのみ更新
されます。定義された値
は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

sourceClusterID string True ソースアプリケーション
をホストしている管理対
象クラスタの識別子。こ
のフィールドは読み取り
専用であり、ソースアプ
リケーションのホストク
ラスタに基づいて決定さ
れます。アップデートで
提供される場合、ソース
アプリケーションのクラ
スタIDと一致する必要が
あるため、sourceAppID

とdestinationAppIDを入
れ替える場合にのみ変更
できます。定義された値
は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

destinationAppID string False デスティネーション アプ
リケーションの識別子。
作成時に指定することは
できません。なぜなら、
関係の初期化の一環とし
て新しいアプリIDが生成
されるからで
す。sourceAppID

とdestinationAppIDを入
れ替えた場合にのみ更新
可能です。定義された値
は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

デスティネーション クラ
スタ ID

string True デスティネーション アプ
リケーションをホストす
る管理対象クラスタの識
別子。作成時に必ず指定
する必要があります。こ
れは、デスティネーショ
ン アプリケーションが作
成されるクラスタを決定
するためです。更新時に
指定される場合、デステ
ィネーション アプリケー
ションのクラスタIDと一
致する必要があるた
め、sourceAppID

とdestinationAppIDを入
れ替える場合にのみ変更
できます。定義された値
は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False 宛先アプリケーションを
作成する際に使用する名
前空間（または複数の名
前空間）。これは、ソー
スアプリケーションの名
前空間に対応します。各
JSON オブジェクトに
は「clusterID」
と「namespaces」とい
うフィールドが含まれて
おり、「clusterID」の値
はソースまたはデスティ
ネーション クラスタの
JSON 文字列 ID

で、「namespaces」の
値は JSON 文字列の
JSON 配列です。各クラ
スタには必ず 1 つの
JSON オブジェクトが存
在し、名前空間はインデ
ックスによって関連付け
られます。指定しない場
合は、ソース クラスタの
同じ名前空間がデスティ
ネーション クラスタで使
用されます。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

storageClasses 配列["storageClasses"] False 新しい永続ボリューム要
求（PVC）を作成すると
きにデスティネーション
クラスタで使用されるス
トレージクラス。
各JSONオブジェクトに
は「clusterID」
と「storageClassName

」のフィールドが含まれ
ており、「clusterID」の
値はソースまたはデステ
ィネーション クラスタ
のJSON文字列ID

で、「storageClassNam

e」はそのクラスタ
でPVCを作成する際に使
用するストレージクラス
です。指定されていない
場合、またはクラスタに
対して値が欠落している
場合は、そのクラスタに
はデフォルトのストレー
ジクラスが使用されま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

状態 string True 関係の状態。定義された
値は次のとおりです：

• 「establishing」 - 関
係が構築されつつあ
る。

• 「established」 - 関
係が作成されます。

• 「failingOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが進行中で
す。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除中」 - 関係に
よって作成されたリ
ソースがクリーンア
ップされています。

• 「削除済み」 - 関係
が整理され、削除さ
れました。

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 許可された状態遷移。こ
のリソースでは、以下の
状態遷移が可能です：

• 「establishing」
：「established」、
「deleting」

• "established"

："failingOver"、"del

eting"

• "failingOver"

："failedOver"、"dele

ting"

• "failedOver"

："establishing"、"del

eting"

• "deleting"："deleted"

• 「削除済み」：
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Name を入力します 必須 説明

stateDesired string True 関係の望ましい状態。作
成時に有効な値
は「established」のみで
す。定義された値は次の
とおりです：

• 「established」 - 関
係が作成されます。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除済み」 - 関係
性は正常にクリーン
アップされ、削除さ
れました。

stateAllowed array[string] False 特定の状態で要求できる
状態。各定義済み状態に
おいて、以下の状態を要
求することができます：

• 「establishing」
：「established」、
「deleted」

• "established"

："failedOver"、"dele

ted"

• "failingOver"

："failedOver"、"dele

ted"

• "failedOver":

"established"、"delet

ed"

• "deleting"："deleted"

• "deleted"："削除済
み"

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

transferState string False 現在または直近のスナッ
プショット転送の状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「転送中」 - 新しい
スナップショットが
作成され、現在デス
ティネーション クラ
スタにレプリケート
されています。この
状態には、以前の試
行で失敗し、継続的
に再試行されている
転送も含まれます。

• 「idle」 - 現在、転送
処理は行われていま
せん。

transferStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "transferring": "idle"

• "idle":"transferring"

transferStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

healthState string True リソースの健全性状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「不確定」 - リソー
スの状態を判断でき
ません（例えば、接
続不良のため）

• 「normal」 - リソー
スに既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソース
に既知の問題があ
り、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できない

healthStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

True 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "indeterminate"

："normal"、"warning

"、"critical"

• "normal"

："indeterminate"、"

warning"、"critical"

• "warning"

："indeterminate"、"n

ormal"、"critical"

• "critical"

："indeterminate"、"n

ormal"、"warning"
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Name を入力します 必須 説明

healthStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimesta

mp および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

type_astra_metadata_list

Name を入力します 必須 説明

続行 string False

カウント 番号 False

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前
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Name を入力します 必須 説明

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

アプリのAppMirrorリソースを取得する

GET /accounts/{account_id}/k8s/v1/apps/{app_id}/appMirrors/{appMirror_id}

JSON レスポンスボディに保存されている AppMirror API リソースを返します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

app_id string path（パス） True 含まれるアプリリソ
ースのID

appMirror_id string path（パス） True リストす
るappMirrorコレク
ションのID

応答

Status: 200, Returns the stored AppMirror API resource in the JSON

response body.

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

appMirror」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"
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Name を入力します 必須 説明

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

sourceAppID string True ソースアプリケーション
の識別子。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新さ
れます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterID string True ソースアプリケーション
をホストしている管理対
象クラスタの識別子。こ
のフィールドは読み取り
専用であり、ソースアプ
リケーションのホストク
ラスタに基づいて決定さ
れます。アップデートで
提供される場合、ソース
アプリケーションのクラ
スタIDと一致する必要が
あるため、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

destinationAppID string False デスティネーション アプ
リケーションの識別子。
作成時に指定することは
できません。なぜなら、
関係の初期化の一環とし
て新しいアプリIDが生成
されるからで
す。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新可
能です。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

デスティネーション クラ
スタ ID

string True デスティネーション アプ
リケーションをホストす
る管理対象クラスタの識
別子。作成時に必ず指定
する必要があります。こ
れは、デスティネーショ
ン アプリケーションが作
成されるクラスタを決定
するためです。更新時に
指定される場合、デステ
ィネーション アプリケー
ションのクラスタIDと一
致する必要があるた
め、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False 宛先アプリケーションを
作成する際に使用する名
前空間（または複数の名
前空間）。これは、ソー
スアプリケーションの名
前空間に対応します。各
JSON オブジェクトに
は「clusterID」
と「namespaces」という
フィールドが含まれてお
り、「clusterID」の値は
ソースまたはデスティネ
ーション クラスタの
JSON 文字列 ID

で、「namespaces」の値
は JSON 文字列の JSON

配列です。各クラスタに
は必ず 1 つの JSON オブ
ジェクトが存在し、名前
空間はインデックスによ
って関連付けられます。
指定しない場合は、ソー
ス クラスタの同じ名前空
間がデスティネーション
クラスタで使用されま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

storageClasses 配列["storageClasses"] False 新しい永続ボリューム要
求（PVC）を作成すると
きにデスティネーション
クラスタで使用されるス
トレージクラス。各JSON

オブジェクトに
は「clusterID」
と「storageClassName」
のフィールドが含まれて
おり、「clusterID」の値
はソースまたはデスティ
ネーション クラスタ
のJSON文字列ID

で、「storageClassName

」はそのクラスタでPVC

を作成する際に使用する
ストレージクラスです。
指定されていない場合、
またはクラスタに対して
値が欠落している場合
は、そのクラスタにはデ
フォルトのストレージク
ラスが使用されます。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

状態 string True 関係の状態。定義された
値は次のとおりです：

• 「establishing」 - 関
係が構築されつつあ
る。

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failingOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが進行中で
す。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除中」 - 関係によ
って作成されたリソ
ースがクリーンアッ
プされています。

• 「削除済み」 - 関係が
整理され、削除され
ました。

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 許可された状態遷移。こ
のリソースでは、以下の
状態遷移が可能です：

• 「establishing」
：「established」、
「deleting」

• "established"

："failingOver"、"dele

ting"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ing"

• "failedOver"

："establishing"、"del

eting"

• "deleting"："deleted"

• 「削除済み」：
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Name を入力します 必須 説明

stateDesired string True 関係の望ましい状態。作
成時に有効な値
は「established」のみで
す。定義された値は次の
とおりです：

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除済み」 - 関係性
は正常にクリーンア
ップされ、削除され
ました。

stateAllowed array[string] False 特定の状態で要求できる
状態。各定義済み状態に
おいて、以下の状態を要
求することができます：

• 「establishing」
：「established」、
「deleted」

• "established"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failedOver":

"established"、"delete

d"

• "deleting"："deleted"

• "deleted"："削除済み"

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

transferState string False 現在または直近のスナッ
プショット転送の状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「転送中」 - 新しいス
ナップショットが作
成され、現在デステ
ィネーション クラス
タにレプリケートさ
れています。この状
態には、以前の試行
で失敗し、継続的に
再試行されている転
送も含まれます。

• 「idle」 - 現在、転送
処理は行われていま
せん。

transferStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "transferring": "idle"

• "idle":"transferring"

transferStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

124

#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

healthState string True リソースの健全性状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「不確定」 - リソース
の状態を判断できま
せん（例えば、接続
不良のため）

• 「normal」 - リソース
に既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソースに
既知の問題があり、
インターフェース仕
様に従ってサービス
を提供できない

healthStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

True 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "indeterminate"

："normal"、"warning"

、"critical"

• "normal"

："indeterminate"、"w

arning"、"critical"

• "warning"

："indeterminate"、"n

ormal"、"critical"

• "critical"

："indeterminate"、"n

ormal"、"warning"
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Name を入力します 必須 説明

healthStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ 回答例

{

  "type": "application/astra-appMirror",

  "version": "1.1",

  "id": "512c8dac-b7d4-5be9-836e-ee672965866a",

  "sourceAppID": "efd639b6-fc92-4112-8841-0c0ab7890ae0",

  "sourceClusterID": "5789e026-c2e2-41e9-ab00-9766bcfa8951",

  "destinationAppID": "cd7b6d91-fc19-4983-a754-9a7bb4d80a7b",

  "destinationClusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

  "namespaceMapping": [

    {

      "clusterID": "5789e026-c2e2-41e9-ab00-9766bcfa8951",

      "namespaces": [

        "ns1-src",

        "ns2-src"

      ]

    },
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    {

      "clusterID": "c5d023a9-4061-4a8a-bfbf-3be11ff06226",

      "namespaces": [

        "ns1-dest",

        "ns2-dest"

      ]

    }

  ],

  "state": "established",

  "stateTransitions": [

    {

      "from": "establishing",

      "to": [

        "established",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "established",

      "to": [

        "failingOver",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "failingOver",

      "to": [

        "failedOver",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "failedOver",

      "to": [

        "establishing",

        "deleting"

      ]

    },

    {

      "from": "deleting",

      "to": [

        "deleted"

      ]

    }

  ],

  "stateDesired": "established",

127



  "stateAllowed": [

    "failedOver",

    "deleted"

  ],

  "stateDetails": [

    {

      "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/1",

      "title": "AppMirror relationship established",

      "detail": "The AppMirror relationship has been successfully

established."

    }

  ],

  "healthState": "normal",

  "healthStateTransitions": [

    {

      "from": "indeterminate",

      "to": [

        "normal",

        "warning",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "normal",

      "to": [

        "indeterminate",

        "warning",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "warning",

      "to": [

        "indeterminate",

        "normal",

        "critical"

      ]

    },

    {

      "from": "critical",

      "to": [

        "indeterminate",

        "normal",

        "warning"

      ]

    }
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  ],

  "healthStateDetails": [

    {

      "type": "https://astra.netapp.io/stateDetails/2",

      "title": "SnapMirror syncing successfully",

      "detail": "All SnapMirror relationships are synchronizing as

expected."

    }

  ],

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}
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エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False 名前空間が指定されてい
るクラスタの識別子。定
義された値は次のとおり
です：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

ネームスペース array[string] False クラスタで使用するネー
ムスペースのリスト。イ
ンデックスによって他の
クラスタのネームスペー
スリストと関連付けられ
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

ロール string False この名前空間定義の初期
の役割。このパラメータ
は、同一クラスタレプリ
ケーション構成を使用す
る場合を除き、オプショ
ンです。定義された値は
次のとおりです：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

storageClasses

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False ストレージクラスが指定
されているクラスタの識
別子。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

storageClassName string False 「clusterID」で指定され
たクラスタ上でPVCを作
成する際に使用するスト
レージクラスの名前。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：255
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Name を入力します 必須 説明

ロール string False このストレージクラス定
義の初期ロール。このパ
ラメータは、同一クラス
タレプリケーション構成
を使用する場合を除き、
オプションです。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

additionalDetails

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

additionalDetails "additionalDetails" False

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。
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Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

アプリのAppMirrorリソースを変更する

PUT /accounts/{account_id}/k8s/v1/apps/{app_id}/appMirrors/{appMirror_id}

保存されているリソース全体を、指定されたJSONリクエストボディに置き換えますが、ユーザーが変更でき
ないキー値は保持します。

副作用

• desiredStateに基づくさまざまな副作用。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

app_id string path（パス） True 含まれるアプリリソ
ースのID

appMirror_id string path（パス） True リストす
るappMirrorコレク
ションのID

要求の本文

保存されているリソース全体を、指定されたJSONリクエストボディに置き換えますが、ユーザーが変更でき
ないキー値は保持します。

副作用
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• desiredStateに基づくさまざまな副作用。

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• 「application/astra-

appMirror」

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "1.0"

• "1.1"

ID string False リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

sourceAppID string False ソースアプリケーション
の識別子。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新さ
れます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterID string False ソースアプリケーション
をホストしている管理対
象クラスタの識別子。こ
のフィールドは読み取り
専用であり、ソースアプ
リケーションのホストク
ラスタに基づいて決定さ
れます。アップデートで
提供される場合、ソース
アプリケーションのクラ
スタIDと一致する必要が
あるため、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

destinationAppID string False デスティネーション アプ
リケーションの識別子。
作成時に指定することは
できません。なぜなら、
関係の初期化の一環とし
て新しいアプリIDが生成
されるからで
す。sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替えた場合にのみ更新可
能です。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

デスティネーション クラ
スタ ID

string False デスティネーション アプ
リケーションをホストす
る管理対象クラスタの識
別子。作成時に必ず指定
する必要があります。こ
れは、デスティネーショ
ン アプリケーションが作
成されるクラスタを決定
するためです。更新時に
指定される場合、デステ
ィネーション アプリケー
ションのクラスタIDと一
致する必要があるた
め、sourceAppID

とdestinationAppIDを入れ
替える場合にのみ変更で
きます。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False 宛先アプリケーションを
作成する際に使用する名
前空間（または複数の名
前空間）。これは、ソー
スアプリケーションの名
前空間に対応します。各
JSON オブジェクトに
は「clusterID」
と「namespaces」という
フィールドが含まれてお
り、「clusterID」の値は
ソースまたはデスティネ
ーション クラスタの
JSON 文字列 ID

で、「namespaces」の値
は JSON 文字列の JSON

配列です。各クラスタに
は必ず 1 つの JSON オブ
ジェクトが存在し、名前
空間はインデックスによ
って関連付けられます。
指定しない場合は、ソー
ス クラスタの同じ名前空
間がデスティネーション
クラスタで使用されま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

storageClasses 配列["storageClasses"] False 新しい永続ボリューム要
求（PVC）を作成すると
きにデスティネーション
クラスタで使用されるス
トレージクラス。各JSON

オブジェクトに
は「clusterID」
と「storageClassName」
のフィールドが含まれて
おり、「clusterID」の値
はソースまたはデスティ
ネーション クラスタ
のJSON文字列ID

で、「storageClassName

」はそのクラスタでPVC

を作成する際に使用する
ストレージクラスです。
指定されていない場合、
またはクラスタに対して
値が欠落している場合
は、そのクラスタにはデ
フォルトのストレージク
ラスが使用されます。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：0

• 最大長さ：2
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Name を入力します 必須 説明

状態 string False 関係の状態。定義された
値は次のとおりです：

• 「establishing」 - 関
係が構築されつつあ
る。

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failingOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが進行中で
す。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除中」 - 関係によ
って作成されたリソ
ースがクリーンアッ
プされています。

• 「削除済み」 - 関係が
整理され、削除され
ました。

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 許可された状態遷移。こ
のリソースでは、以下の
状態遷移が可能です：

• 「establishing」
：「established」、
「deleting」

• "established"

："failingOver"、"dele

ting"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ing"

• "failedOver"

："establishing"、"del

eting"

• "deleting"："deleted"

• 「削除済み」：
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Name を入力します 必須 説明

stateDesired string False 関係の望ましい状態。作
成時に有効な値
は「established」のみで
す。定義された値は次の
とおりです：

• 「established」 - 関係
が作成されます。

• 「failedOver」- アプ
リケーションのデス
ティネーション クラ
スタへのフェイルオ
ーバーが完了しまし
た。

• 「削除済み」 - 関係性
は正常にクリーンア
ップされ、削除され
ました。

stateAllowed array[string] False 特定の状態で要求できる
状態。各定義済み状態に
おいて、以下の状態を要
求することができます：

• 「establishing」
：「established」、
「deleted」

• "established"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failingOver"

："failedOver"、"delet

ed"

• "failedOver":

"established"、"delete

d"

• "deleting"："deleted"

• "deleted"："削除済み"

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

transferState string False 現在または直近のスナッ
プショット転送の状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「転送中」 - 新しいス
ナップショットが作
成され、現在デステ
ィネーション クラス
タにレプリケートさ
れています。この状
態には、以前の試行
で失敗し、継続的に
再試行されている転
送も含まれます。

• 「idle」 - 現在、転送
処理は行われていま
せん。

transferStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "transferring": "idle"

• "idle":"transferring"

transferStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

healthState string False リソースの健全性状態。
定義された値は次のとお
りです：

• 「不確定」 - リソース
の状態を判断できま
せん（例えば、接続
不良のため）

• 「normal」 - リソース
に既知の問題はな
く、インターフェー
ス仕様に従ってサー
ビスを提供できま
す。

• 「警告」：このリソ
ースには既知の問題
がありますが、イン
ターフェース仕様に
従ってサービスを提
供することに支障は
ありません。

• 「重大」 - リソースに
既知の問題があり、
インターフェース仕
様に従ってサービス
を提供できない

healthStateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False 特定の定義済み状態から
の許可された状態遷移。
このリソースでは、以下
の状態遷移が可能です：

• "indeterminate"

："normal"、"warning"

、"critical"

• "normal"

："indeterminate"、"w

arning"、"critical"

• "warning"

："indeterminate"、"n

ormal"、"critical"

• "critical"

："indeterminate"、"n

ormal"、"warning"
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Name を入力します 必須 説明

healthStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する追加
の詳細情報（現在の状態
に至った理由を含む）。
詳細情報が利用できない
場合、この配列は空にな
ります。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

False リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

▼ リクエスト例

{

  "type": "application/astra-appMirror",

  "version": "1.1",

  "stateDesired": "failedOver"

}

応答

Status: 204, Indicates if the appMirror resource was updated.

応答

Status: 401, Unauthorized
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidFields 配列["invalidFields"] False 無効なリクエストボディ
フィールドのリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}
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応答

Status: 409, Conflict

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidFields 配列["invalidFields"] False 無効なリクエストボディ
フィールドのリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/10",

  "title": "JSON resource conflict",

  "detail": "The request body JSON contains a field that conflicts with

an idempotent value.",

  "status": "409"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",
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  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/1",

  "title": "Resource not found",

  "detail": "The resource specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False 名前空間が指定されてい
るクラスタの識別子。定
義された値は次のとおり
です：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

ネームスペース array[string] False クラスタで使用するネー
ムスペースのリスト。イ
ンデックスによって他の
クラスタのネームスペー
スリストと関連付けられ
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

ロール string False この名前空間定義の初期
の役割。このパラメータ
は、同一クラスタレプリ
ケーション構成を使用す
る場合を除き、オプショ
ンです。定義された値は
次のとおりです：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

storageClasses

Name を入力します 必須 説明

clusterID string False ストレージクラスが指定
されているクラスタの識
別子。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

storageClassName string False 「clusterID」で指定され
たクラスタ上でPVCを作
成する際に使用するスト
レージクラスの名前。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：255
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Name を入力します 必須 説明

ロール string False このストレージクラス定
義の初期ロール。このパ
ラメータは、同一クラス
タレプリケーション構成
を使用する場合を除き、
オプションです。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• "ソース"

• "デスティネーショ
ン"

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

additionalDetails

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

additionalDetails "additionalDetails" False

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとおり
です：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジェ
クトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。
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Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

invalidFields

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なリクエストボディ
フィールドの名前

理由 string True リクエスト本文フィール
ドが無効な理由

アプリのAppMirrorリソースを削除します

DELETE /accounts/{account_id}/k8s/v1/apps/{app_id}/appMirrors/{appMirror_id}

指定されたAppMirror APIリソースを削除します。AppMirrorリソース、およびAppMirror関係の結果としてソー
スクラスターと宛先クラスターで作成されたリソースを非同期的に削除するプロセスを開始します。削除され
るリソースは、削除時点での関係性の状態によって異なります。

副作用

• stateDesiredフィールドは「deleted」に設定されています。

• 状態フィールドは「削除中」に設定されています。

• 状態が"established"の場合、AppMirror関係によって作成されたTridentMirrorRelationshipsおよ
びPersistentVolumeClaimsは削除されます。

• 状態が"failedOver"の場合、AppMirror関係によって作成されたTridentMirrorRelationshipsは削除され、宛先
アプリケーションのPersistentVolumeClaimsはそのまま残されます。

• 非同期削除操作が完了すると、AppMirror APIリソースは、送信元アプリケーションと宛先アプリケーショ
ンの両方から削除されます。
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パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

app_id string path（パス） True 含まれるアプリリソ
ースのID

appMirror_id string path（パス） True リストす
るappMirrorコレク
ションのID

応答

Status: 204, Indicates if the appMirror resource was deleted.

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ 回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

151

#invalidParams


エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

▼ エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/1",

  "title": "Resource not found",

  "detail": "The resource specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

▼ 定義を参照

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由
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